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実験 Sear SALSの測定は，光源に He-Neレーザー，検出器に CCDカメラを用
いた自作の装置により行い，入射光の偏光方向は流動方向にとった。測定セルは石
英硝子製の二重円筒型で， Shear SANSの測定と同様，外筒の内径は 50mm， gapは1
mmとし，外筒回転型とした。







て示した。濃度を変えても dはあまり変化せず， E 
静止状態の全膜厚にほぼ等しくなることがわかる。も 6
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の散乱パターンである。 1clにおいて， H の
渦方向(垂直方向)における小角領域の散乱
が強くなり， 38-1では渦方向に回折ピークが見
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日g.3 2次元 SALSパターンのずり
速度依存性(48wt%700C)。左右方向
が流動方向，上下方向が渦方向。
